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ル
ン
ビ
ニ
ー
園
な
ど
審
…
議

　
議
案
第
一
号
「
平
成
二
年
度
予
算
編
成
基
本

方
針
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
白
川
事
務
総
長
よ
り
上
程
。
剛
山
財
務
部
長

が
基
本
方
針
を
詳
細
に
説
明
の
後
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
の

変
更
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
白
川
事
務
総
長
よ
り
上
程
。
最
初
に
国
際
文

化
部
が
製
作
し
た
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
紹
介
の
ビ
デ

　
　
　
　
　
　
　
オ
が
放
映
さ
れ
、
つ
づ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
杜
多
国
際
文
化
部
長
と
川
井

　
　
　
　
　
　
　
ル
ン
ビ
ニ
i
委
員
長
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
、
復
興

　
　
　
　
　
　
　
事
業
の
内
容
が
変
更
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
に
至
っ
た
理
由
が
説
明
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
出
席
者
よ
り
活
発
な
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ

た
後
、
事
業
項
目
の
「
聖
な
る
園
の
考
古
学
調

査
及
び
マ
ヤ
堂
周
辺
の
改
修
造
園
へ
の
協
力
」

を
「
マ
ヤ
堂
の
修
復
及
び
考
古
学
調
査
」
へ
変

更
す
る
と
い
う
原
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
、
事
務
総
局
各
部
報
告
が
行
わ
れ
、

理
事
会
終
了
後
は
、
出
席
者
に
よ
る
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
た
。

1989年11月1日
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…
京
都
で
開
か
れ
た
全
仏
理
事
会
…

　
全
日
本
仏
教
会
の
理
事
会
が
、
十
月
十
九
日

午
後
二
時
「
か
ら
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。

　
野
口
理
事
長
が
急
用
で
欠
席
の
た
め
、
大
田

秀
三
常
務
理
事
（
浄
土
宗
宗
務
総
長
）
を
議
長

に
選
出
、
大
田
師
の
導
師
で
三
帰
依
文
を
唱
和
、

議
事
録
署
名
人
に
長
谷
川
霊
信
、
大
谷
昭
世
の

両
師
を
選
ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

第
三
十
九
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
、
本
会
　
　
は
加
盟
団
体
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
立
候
補
予
定

　
　
　
　
　
　
1
三
重
一
区
－

北
川
　
正
恭
　
4
4
歳
　
自
民
・
現
．

①
真
宗
高
田
派
　
②
早
大
卒
　
党
青
年
局
長

③
衆
院
建
設
・
文
教
委
理
事

　
　
　
　
　
　
1
千
葉
三
区
－

石
橋
　
一
弥
　
6
7
歳
　
自
民
・
現

①
顕
本
法
華
宗
②
日
本
農
士
学
校
卒
　
党
文

教
部
会
長
　
文
部
政
務
次
官
③
文
部
大
臣

」
◇
・
号
◇
・
已
．
．
◆
・
景
．
◆
・
弓
◆
含
亨
◆
盈
7
◆
・
邑
▼
◆
．
畠
Ψ
◆
’
毒
◇
‘
弓
◆
争
◆
’
爵

ψ◇ψφ瀞◆“φψ・ひ継◇ψ◆噌帥◇刑博噛ゆ鞭◆瀞◇瀞9曲→・か・ひ疎φ砂◇
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　　　電　話　　代表（841）4965

r
阜
◆
奪
◇
毒
◆
毒
◆
謬
◇
寺
◇
毒
◇
毒
◆
毒
◇
争
◆
毒
◆
㌔

者
に
対
し
、
推
薦
状
を
交
付
し
て
支
援
い
た
し

ま
す
。

　
今
後
、
各
団
体
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
順
に
、

本
誌
に
掲
載
し
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
推
薦
団
体
　
②
略
歴
　
③
現
職

轍「φL瀞・ひ｛9小ひ“9・ψφ砂・ひ“→・ゆ→・鞭φψ◇瀞・◎ψ◆瀞・ひゆ◎小ひ硝，．幽

　
　
　
　
　
　
1
大
阪
■
一
区
－

中
山
　
正
暉
　
5
7
歳
　
自
民
・
現

①
顕
本
法
華
宗
②
中
大
卒
　
元
郵
政
大
臣

党
国
民
運
動
本
部
長
　
外
務
悪
態
長
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今
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
指
導
者
で
現
在
、
イ
ン
ド
に
亡
命

　
中
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
十
四
世
（
五
十
四
歳
）
に
決
定
し
た
。
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
十
四
世
は
、

　
一
九
七
八
年
に
開
催
さ
れ
た
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）
東
京
大
会
へ
の
出

　
席
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
四
回
訪
日
し
て
お
り
、
多
く
の
我
が
国
仏
教
関
係
者
と
親
密
な
交

　
流
を
結
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
た
び
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
意
義
を
、
佐
伯
真
光
師

　
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
だ
い
た
。

日
本
の
仏
教
徒
が
あ
ん
が
い
気
付
か
ず
に
い
　
　
　
同
じ
こ
と
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
東
洋
美
術
の

る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
一真光佐伯相模工業大学教授

つ
は
、
欧

米
人
が

仏
教
と

　
い
う
言

葉
を
聞

を
思
う
一
こ
れ
が
欧
米
人
の
常
識
で
、

て
日
本
の
仏
教
や
仏
教
徒
の
姿
が
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
大
多

数
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、
日
本
が
仏
教
国
だ
と
い

う
事
実
す
ら
知
ら
な
い
ほ
ど
だ
。
そ
れ
ほ
ど
日

本
人
の
常
識
と
、
世
界
の
常
識
の
落
差
は
大
き

い
。

い
た
と

き
、
頭

に
思
い

浮
か
べ

る
の
は

チ
ベ
ッ

ト
仏
教

だ
と
い

う
事
実

で
あ
る
。

仏
教
徒

と
い
え

ば
チ
ベ

ッ
ト
の

ラ
マ
僧

　
決
し

代
表
と
い
え
ば
、
欧
米
人
の
常
識
で
は
、
中
国

の
美
術
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
の
仏
教
美
術

な
ど
は
周
辺
の
芸
術
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
て
い

政
府
は
こ
れ
ら
の
美
術
品
を
欧
米
諸
国
の
美
術

館
に
貸
出
し
、
ま
た
ひ
ろ
く
世
界
の
美
術
展
を

巡
回
さ
せ
た
。
さ
ら
に
研
究
者
に
は
多
大
の
便

宜
を
提
供
し
た
。
現
在
の
日
本
の
美
術
品
鎖
国

政
策
の
対
極
で
あ
る
。
か
く
し
て
中
国
美
術
は

世
界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
、
ダ
ラ
イ
ラ

マ
が
十
万
人
の
チ
ベ
ッ
ト
人
と
と
も
に
イ
ン
ド

に
亡
命
し
た
と
き
、
似
た
よ
う
な
事
態
が
お
こ

っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
人
は
世
界
各
地
に
離
散
し
、

第
2
7
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
代
表
者
大

会
に
出
席
さ
れ
た
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
ー
4
世

る
。
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
か
に
は
、
明
白
な
理
由

が
あ
る
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
民
党
政
府

が
台
湾
に
逃
避
し
た
と
き
、
中
国
美
術
の
傑
作
、

名
品
は
海
を
越
え
て
台
湾
に
移
さ
れ
た
。
台
湾

て
有
力
な
候
補
に
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。

ラ
マ
は
、

ル
平
和
賞
受
賞
者
で
あ
る
。

は
じ
め
て
の
平
和
賞
受
賞
だ
と
書
い
た
新
聞
が

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
故
佐
藤
栄
作
氏
の
こ
と
を

忘
れ
て
い
る
）
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
現
在

の
日
本
の
仏
教
学
に
は
ノ
：
ベ
ル
平
和
賞
を
受

け
る
よ
う
な
人
物
は
見
当
ら
な
い
。

各
地
に
仏
教
寺
院
を
建
て
た
。
そ
の
結
果
、

チ
ベ
ッ
ト
研
究
熱
が
お
こ
り
、
亡
命
チ
ベ

ッ
ト
僧
が
教
師
の
役
割
を
果
し
た
。
欧
米

の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
研
究
者
の
数
は
、
欧
米

の
日
本
仏
教
研
究
者
よ
り
は
る
か
に
多
い
。

　
こ
の
よ
う
な
チ
ベ
ッ
ト
文
化
の
世
界
的

普
及
を
指
導
し
て
き
た
の
が
、
ダ
ラ
イ
ラ

マ
十
四
世
自
身
な
の
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
は
皮
肉
な
こ
と
に
、
亡
命
に
よ
っ
て

世
界
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。

　
今
回
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
け
た
の
を
意
外
だ
と
い
う
人
が
い
る

と
し
た
ら
、
そ
れ
は
大
変
な
認
識
不
足
だ

と
い
う
ほ
か
な
い
。
何
し
ろ
ダ
ラ
イ
ラ
マ

は
世
界
で
一
番
有
名
な
仏
教
徒
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
過
去
三
年
間
、
連
続
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ラ
イ

　
　
仏
教
徒
と
し
て
は
二
人
目
の
ノ
ー
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仏
教
徒
と
し
て

　
米
国
の
週
刊
誌
「
タ
イ
ム
」
　
「
ニ
ユ
ー
ズ
ウ

ィ
：
ク
」
　
（
何
れ
も
十
月
十
六
日
付
）
は
ダ
ラ

イ
ラ
マ
の
受
賞
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、

一
読
し
て
明
ら
か
な
の
は
、
た
ん
に
国
際
的
、

政
治
的
背
景
を
解
説
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

宗
教
家
と
し
て
の
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
注
目
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
ダ
ラ
イ
ラ
マ
は
た
ん
な
る
亡

命
政
府
の
首
班
と
し
て
賞
を
授
け
ら
れ
た
の
で

は
な
い
。
暴
力
に
む
か
っ
て
非
暴
力
を
説
き
、

寛
容
と
平
和
の
精
神
を
強
調
し
続
け
る
そ
の
姿

勢
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
値
す
る
と
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
両
誌
と
も
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
謙
遜
な

人
格
と
簡
素
な
生
活
を
印
象
深
く
語
っ
て
い
る
。

日
本
の
新
聞
報
道
に
は
こ
う
し
た
視
点
が
欠
け

て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
日
本
の
仏
教
界
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
値
す
る
人

物
が
見
当
ら
な
い
、
と
さ
き
に
書
い
た
。
そ
れ

は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
よ
う
な
国
際
性
を
備
え
た
人

が
い
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
世
界
に
む

か
っ
て
、
こ
れ
ぞ
仏
陀
の
教
え
な
り
と
説
く
人

が
い
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
今
回
の
受
賞

を
政
治
的
側
面
か
ら
の
み
見
る
立
場
に
私
は
反

対
で
あ
る
。
仏
陀
の
教
え
を
実
践
し
つ
つ
あ
る

か
ら
こ
そ
、
世
界
的
な
賞
が
与
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
チ
ベ
ッ
ト
帰
還
が
実
現
し
な
く
と

も
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
は
世
界
仏
教
史
の
偉
大
な
星

と
し
て
記
録
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
、
個
人
だ
け
で
な
く
集

団
に
た
い
し
て
も
与
え
ら
れ
る
。
日
本
人
は
目

標
設
定
が
下
手
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
日
本
人
の

次
の
目
標
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
日
本
国
民
全

体
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
で
は
な

い
か
。

一3一
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席
貸
業
が
税
務
署
と
の
間
で
問
題
化
し
て
き

た
の
は
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
で
あ
る
。

　
と
い
う
の
は
、
そ
の
年
の
四
月
、
法
人
税
法

施
行
令
が
改
正
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
以
前
で
は
席
貸
業
と
は
「
不
特
定
又
は

多
数
の
者
の
娯
楽
、
遊
興
又
は
慰
安
の
用
に
供

す
る
た
め
の
席
貸
し
を
す
る
も
の
に
限
る
」
と

さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
こ
の
改
正
に
よ
り
右
の

わ
く
が
撤
廃
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
宗
教
法
人
が
、
研
修
会
や
講
演
会

等
に
寺
の
施
設
を
貸
す
場
合
も
、
有
料
な
ら
ば
、

原
則
と
し
て
席
貸
業
に
相
当
す
る
余
地
が
で
て

き
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
年
都
市
部
で
は
、
寺
の
施
設

を
地
域
住
民
の
た
め
に
開
放
す
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
意
見
と
あ
い
ま
っ
て
、
住
民
が
自
宅
で

葬
儀
を
行
い
た
い
が
、
住
宅
事
情
に
よ
り
寺
の

施
設
を
貸
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
要
望
が
強
く

な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
要
望
に
応
え
る
た
め
、

多
く
の
寺
院
で
は
、
他
宗
の
葬
儀
で
あ
っ
て
も
、

寺
の
施
設
を
開
放
し
、
住
民
の
要
請
に
応
え
て

き
た
の
が
実
情
で
あ
る
。
勿
論
、
無
料
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
志
納
金
と
し
て
う

け
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
が
席
貸
業
に
該
当
す

財
務
部
長
　
剛
　
閉

る
、
と
い
う
税
務
署
か
ら
の
指
摘
を
う
け
、
爾

来
本
会
の
税
務
委
貝
会
で
こ
の
問
題
を
と
り
上

げ
、
収
益
事
業
で
あ
る
か
否
か
の
一
応
の
基
準

を
求
め
た
く
、
国
税
庁
と
交
渉
し
て
き
た
の
で

あ
る
。

　
右
の
交
渉
は
、
昭
和
六
十
一
年
の
春
頃
よ
り

始
め
ら
れ
、
同
年
七
月
九
日
付
で
本
会
が
申
し

入
れ
た
席
貸
業
の
範
囲
に
関
す
る
線
引
き
が
、

同
年
十
二
月
末
に
な
っ
て
国
税
庁
の
担
当
課
長

補
佐
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
内
容
は
全
仏
所
第
三
二
六
号
（
昭
和
六

十
二
年
三
月
一
日
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
を
一
言
で
い
う
と
、
「
施
主
が
本
会
に

加
盟
し
て
い
る
寺
院
に
属
す
る
者
（
仏
教
徒
）

で
あ
れ
ば
席
貸
業
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
に
な
っ
て
も
、

右
の
合
意
に
基
づ
い
て
会
計
処
理
を
し
て
い
る

寺
院
と
税
務
署
と
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
が
相
つ
い

だ
の
で
あ
る
。
右
の
合
意
が
国
税
庁
内
部
で
意

見
の
統
一
が
み
ら
れ
ず
、
そ
の
結
果
下
部
組
織

で
あ
る
税
務
署
に
徹
底
を
は
か
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
税
務
委
員
会
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
十

七
日
、
再
度
「
席
貸
し
」
問
題
に
関
す
る
小
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
会
を
設
け
、
先
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
に
合
意
が
得
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
な
ら
ば
、
国
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庁
の
方
で
オ
ー
ソ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ズ
し
て
下
部
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
徹
底
さ
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
強
く
要
望
し
、
国
税

　
　
　
浩
　
　
董
我
　
　
庁
と
の
交
渉
を
再
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
本
会
が
要
望
す
る
と
こ
ろ
と
、
担
当
課

長
補
佐
と
の
意
見
を
つ
き
合
せ
た
結
果
、
で
き

上
が
っ
た
の
が
、
別
掲
の
文
言
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
国
税
庁
内
部
に
も
人
事
異
動
が
あ

っ
て
担
当
課
長
補
佐
が
交
替
す
る
な
ど
時
間
を

多
少
要
し
た
が
、
右
の
文
言
は
国
税
庁
内
で
も

所
定
の
手
続
き
が
と
ら
れ
、
本
年
に
な
っ
て
、

国
税
庁
法
人
税
課
審
理
係
の
「
電
話
等
照
会
回

答
整
理
票
」
と
し
て
、
各
国
税
局
に
流
さ
れ
、

傘
下
の
税
務
署
に
行
き
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

　
右
整
理
票
は
、
国
税
庁
の
内
部
資
料
で
、
そ

の
文
言
は
定
か
で
は
な
い
が
、
国
税
局
等
へ
流

さ
れ
た
整
理
票
の
内
容
は
、
実
質
的
に
別
掲
の

合
意
内
容
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
旨
を
、
本

会
の
税
務
委
貝
が
担
当
の
課
長
補
佐
に
直
接
会

っ
て
確
認
を
し
て
い
る
。

　
一
方
、
現
場
で
混
乱
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

内
容
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
傘
下
の
税

務
署
に
徹
底
さ
れ
た
い
旨
、
担
当
の
課
長
補
佐

に
申
し
入
れ
て
あ
る
。

　
今
後
は
、
別
掲
の
内
容
に
従
っ
て
会
計
処
理

さ
れ
る
と
と
も
に
、
現
場
で
混
乱
が
お
き
た
場

合
に
も
、
こ
の
内
容
に
従
っ
て
税
務
署
に
対
応

さ
れ
る
よ
う
、
願
う
も
の
で
あ
る
。

「
席
貸
し
」
問
題
に
対
す
る

国
税
庁
へ
の
提
案
事
項

幽昭

a
六
十
三
年
七
月
五
日

　
宗
教
法
人
法
第
三
条
に
規
定
す
る
施
設
に
お

い
て
、
当
該
宗
教
法
人
に
所
属
す
る
僧
侶
（
聖

職
者
）
が
法
要
の
配
役
と
し
て
出
仕
し
、
認
経
、

焼
香
、
献
花
、
法
話
等
、
宗
教
行
為
を
行
う
に

際
し
、
金
銭
の
授
受
（
明
ら
か
に
席
貸
し
の
対

価
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
も
の
を
除
く
）
が

あ
っ
て
も
、
こ
の
金
銭
の
授
受
は
布
施
行
の
結

果
（
法
律
的
に
は
贈
与
）
で
あ
っ
て
席
貸
し
業

と
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

日本の心を伝える
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前
山
．
慧
葛
葉
睦
山
師
が
即
製

　
本
会
の
同
和
委
員
会
が

主
催
す
る
、
第
三
回
「
業

・
栴
陀
羅
問
題
」
に
関
す

る
研
究
会
が
、
去
る
九
月
二
十
九
日
午
後
一
時

か
ら
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
花
園
会
館
で
開
催
さ

れ
た
。

　
加
藤
同
和
副
委
貝
長
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
臨

済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
室
長
・
葛
葉
睦
山
師

が
『
「
業
」
の
説
に
関
す
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派

僧
侶
の
意
識
と
そ
の
実
態
に
つ
い
て
』
を
テ
ー

マ
に
、
要
旨
次
の
よ
う
な
講
演
を
行
っ
た
。

　
葛
葉
師
は
、
『
「
業
」
の
説
に
関
す
る
本
派
僧

侶
の
意
識
と
そ
の
実
態
』
と
題
す
る
調
査
報
告

書
を
テ
キ
ス
ト
に
、
ま
ず
報
告
書
の
構
成
、
調

査
の
概
要
等
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
「
調
査
結

果
か
ら
導
き
だ
し
た
一
僧
侶
像
」
と
し
て
、
次

の
よ
う
に
些
些
に
対
す
る
回
答
を
ま
と
め
た
。

問
一
、
「
業
」
の
説
へ
の
関
心
の
有
無
及
び
理

　
　
　
由

　
「
業
」
の
説
に
対
し
て
は
、
関
心
を
持
っ
て

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、

面
を
感
じ
、

ナ
ス
面
で
は
く
ら
さ
を
お
ぼ
え
ま
す
。

問
三
、
　
「
業
」
の
説
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
（
僧

　
　
　
侶
か
ら
み
た
檀
信
徒
の
）

　
私
が
日
常
接
す
る
檀
信
徒
が
抱
く
で
あ
ろ
う

イ
メ
ー
ジ
を
推
測
す
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
の
傾
向

が
大
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
こ

わ
い
、
く
ら
い
、
消
極
性
、
ふ
れ
て
は
な
ら
な

い
、
が
多
く
、
僧
侶
に
く
ら
べ
る
と
、
「
業
」
を
、

よ
り
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
に
受
け
と
め
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
四
、
　
「
親
の
因
果
が
子
に
報
い
」
に
対
す
る

　
　
　
意
識

　
「
親
の
因
果
が
子
に
報
い
」
と
い
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
親
の
因
果
と
い
う
場
合
、
好
ま
し
い

影
響
も
あ
る
は
ず
で
す
が
、
ふ
つ
う
、
こ
う
い

う
用
い
か
た
を
す
る
と
き
は
、
宿
命
論
的
に
意

識
し
、
意
味
内
容
を
悪
し
き
も
の
と
す
る
場
合

が
多
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
理
解
の
も
と
に
判

　
　
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
仏
教
教

　
義
だ
か
ら
当
然
の
こ
と
と
し
て

一
直

唾
壷
二
、
　
「
業
」
の
説
に
対
す
惹

鹸
　
イ
メ
↓
（
僧
侶
自
身

　
　
　
　
　
の
）

　
　
　
「
業
」
に
対
す
る
私
自
身
の

　
　
　
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
両

プ
ラ
ス
面
で
は
教
育
性
を
、
マ
イ

　
　
　
、
マ

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

倉
卒
、
　
「
前
世
の
業
」
を
体
感
し
た
こ
と
の
有

　
　
　
無
（
僧
侶
自
身
の
）

五
六
、
　
「
前
世
の
業
」
を
み
た
経
験
の
有
無

　
　
　
　
（
他
者
の
）

　
顧
み
て
、
私
自
身
の
生
活
の
中
で
宿
命
論
的

な
、
「
前
世
の
業
」
と
い
っ
た
も
の
を
体
感
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
身
近
に
い
る
人

々
の
場
合
で
も
そ
う
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
、
「
前
世
の
業
」

体
験
が
あ
る
と
し
た
人
は
、
他
人
を
も
そ
の
よ

う
に
見
、
な
い
と
し
た
人
は
ま
た
、
そ
の
よ
う

に
見
る
傾
向
が
大
き
い
よ
う
に
理
解
し
て
い
ま

す
。問
七
、
　
「
業
」
の
説
に
反
す
る
経
典
表
現
に
対

　
　
　
す
る
意
識

　
大
乗
仏
教
経
典
の
中
に
、
身
体
障
害
が
生
ず

る
の
は
、
悪
業
の
ゆ
え
と
説
い
た
も
の
が
み
ら

れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
本
来
の
仏
教
教
義
に
離

反
し
て
い
る
か
ら
、
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

間
八
、
　
「
業
」
の
説
の
誤
っ
た
教
説
化
あ
り
と

　
　
　
の
指
摘
に
対
す
る
意
識

　
「
業
」
の
説
が
、
宿
命
論
的
な
因
果
応
報
観

と
結
び
つ
け
ら
れ
て
、
誤
っ
た
方
向
に
教
説
化

さ
れ
た
と
す
る
指
摘
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
と

お
り
で
す
。

断
ず
る
と
し
て
、
私
は

こ
の
こ
と
が
全
面
的
に

仏
教
教
義
に
即
応
し
て

い
る
と
は
言
い
難
い
が
、

社
会
通
念
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
否
定
し
去
れ
な

問
九
、
　
「
尊
卑
貴
賎
」
の
思
想
に
対
す
る
意
識

　
世
の
中
に
は
、
尊
卑
貴
賎
の
思
想
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
対
立
的
存
在
は
、
将
来
に
向

け
解
消
し
て
い
く
努
力
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
十
、
　
「
水
子
供
養
」
実
施
の
有
無
（
略
）
，

問
十
一
、
教
化
内
容
に
「
業
」
の
説
を
取
上
げ

　
　
　
て
い
る
こ
と
の
有
無

　
私
は
、
日
頃
の
教
化
活
動
に
、
業
の
問
題
を

取
り
上
げ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
、
自
分

自
身
、
よ
く
理
解
し
て
い
な
い
し
、
誤
っ
て
理

解
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

問
十
二
、
和
讃
使
用
の
有
無
（
略
）

問
十
三
、
和
讃
改
訂
の
理
由
の
認
識
状
況
（
略
）

問
十
四
、
本
派
の
見
解
発
表
認
識
の
有
無

　
本
派
で
は
、
以
前
に
「
業
」
の
説
に
対
す
る

見
解
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
が
、

宗
派
の
公
報
誌
で
あ
る
「
正
法
論
」
、
同
和
推
進

本
部
の
機
関
誌
で
あ
る
「
悲
心
」
に
掲
載
さ
れ

た
こ
と
を
私
は
知
っ
て
い
ま
す
。

問
十
五
、
幟
悔
と
悪
業
に
つ
い
て
の
考
え

　
私
は
、
仏
教
者
で
す
。
適
状
に
よ
っ
て
悪
業

を
断
つ
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
と
信
じ
ま
す
。

問
十
六
、
坐
禅
と
悪
業
に
つ
い
て
の
考
え

　
ま
た
、
禅
者
な
の
で
、
坐
禅
に
よ
っ
て
も
悪

業
を
断
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
と
め
と
し
て
葛
葉
師
は
、
今
後
の
課
題
と

す
べ
き
二
点
を
挙
げ
た
。

　
一
、
　
「
業
」
の
説
に
対
す
る
本
派
と
し
て
の

　
　
　
正
し
い
認
識
、
理
解
を
啓
培
し
て
い
く
。

　
二
、
布
教
教
化
内
容
へ
の
積
極
的
な
取
り
込

　
　
　
み
、
還
元
を
す
る
。

　
こ
の
後
、
出
席
者
か
ら
質
問
が
出
さ
れ
、
研

究
会
は
午
後
四
時
に
終
了
し
た
。
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＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
わ
れ
わ
れ
日
蓮
仏
教
徒
に
と
っ
て
は
、
一

乗
妙
法
と
い
う
統
一
的
真
理
の
も
と
、
存
在

す
る
も
の
の
一
如
平
等
を
説
く
法
華
経
の
教

え
か
ら
云
っ
て
、
部
落
問
題
を
よ
く
学
習
し
、

そ
の
差
別
撤
廃
に
む
か
っ
て
実
動
す
る
こ
と

は
、
現
代
に
お
け
る
重
要
な
宗
教
的
使
命
の

一
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
こ
そ
自
己
の

信
仰
を
よ
り
強
盛
な
も
の
と
す
る
道
で
も
あ

る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
だ
が
卒
直
に
云
っ
て
、
こ
の
認
識
は
ひ
ろ

く
孟
宗
に
徹
底
し
た
も
の
と
は
な
っ
て
お
ら

ず
、
し
た
が
っ
て
、
活
発
な
実
動
を
よ
ぶ
も

の
と
は
な
っ

て
い
な
い
こ

と
を
遺
憾
と

せ
ざ
る
を
得

な
い
。

　
過
ぐ
る
第

五
＋
一
定
期

宗
会
に
お
い

て
、

そ
こ
で
、

た
め
、

い
あ
げ
た
が
、

っ
て
第
三
回
目
の
調
査
を
目
下
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
全
日
仏
に
出
向
す
る
同
和
委
員
の
絶
え
ざ

る
努
力
と
懲
涌
心
に
よ
り
、
近
年
、
緩
徐
な
動

き
が
や
や
急
速
化
し
、
活
発
化
し
て
い
る
こ

と
を
幸
と
す
る
。

　
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
に
お
い
て
は
、

研
究
・
調
査
の
重
要
対
象
と
し
て
同
和
を
と

り
あ
げ
、
研
究
と
実
動
の
た
め
の
諸
種
の
文

献
や
参
考
書
な
ど
は
殆
ど
こ
れ
を
整
備
し
た
。

　
一
昨
年
来
、
宗
務
院
内
に
日
蓮
宗
人
権
問

題
対
策
会
議
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム

が
編
成
さ
れ
、
現
代
宗
教
研
究
所
、
教
務
部
、

　
　
人
権
は
古
く
て
新
し
い
問
題
で
あ
る
。

　
釈
尊
は
「
四
姓
の
平
等
」
を
説
か
れ
、

　
日
蓮
聖
人
は
自
ら
が
「
栴
陀
羅
の
子
」
で

　
あ
る
こ
と
を
公
言
さ
れ
て
い
る
。

　
」
こ
の
「
人
権
シ
り
ー
ズ
」
は
こ
う
し
た

　
人
権
の
確
立
を
根
底
か
ら
支
え
る
仏
祖
の

　
行
軌
に
則
り
、
現
実
に
直
面
す
る
多
様
な

　
「
人
権
」
「
差
別
」
「
平
和
」
の
諸
問
題
に

　
対
処
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
刊
さ
れ

　
る
。
（
後
略
）

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
日
蓮
宗
は
昭
和
六
十
年
四
月
、
「
勧
学
院

規
程
」
を
作
り
、
宗
制
に
よ
る
「
勧
学
院
」

　
　
日
蓮
宗
は
同
和
推
進
の
件
を
決
議
し
た
。

　
　
　
　
す
べ
て
の
人
間
の
平
等
と
尊
厳
の

　
　
　
同
和
問
題
を
強
く
推
進
す
る
と
う
た

　
　
　
　
　
　
宗
務
機
能
的
に
対
応
す
る
た

め
の
機
関
な
ど
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
。
実
動
・

と
し
て
昂
碧
し
な
か
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で

も
あ
る
。

　
宗
務
当
局
は
、
宗
会
の
決
議
に
も
と
づ
き
、

差
別
と
み
ら
れ
る
戒
名
、
墓
石
、
過
去
帳
、

文
書
、
儀
式
作
法
な
ど
の
調
査
を
昭
和
五
十

七
年
二
月
、
さ
ら
に
五
十
八
年
六
月
と
二
回

に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
判
然

と
し
た
調
査
結
果
は
見
ち
れ
な
か
っ
た
。
よ

（7）

日
蓮
宗
勧
学
院
勧
学
職
長
谷
川
　
正
　
徳

綜
合
企
画
部
が
共
同
し
連
携
し
て
、
人
権
会

議
を
運
営
し
、
同
和
を
中
心
と
す
る
人
権
問

題
す
べ
て
に
宗
務
機
能
的
に
対
処
を
開
始
し

た
。　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
の
最
初
の

仕
事
と
し
て
、
　
「
人
権
シ
リ
1
ズ
」
の
刊
行

が
あ
り
、
そ
の
ω
「
人
間
の
尊
厳
と
法
華
思

想
」
、
②
「
部
落
解
放
へ
の
道
」
が
既
刊
、

す
で
に
全
宗
門
住
職
・
教
師
の
手
元
に
配
布

ず
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
さ

ら
に
続
刊
を
み
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

発
刊
に
当
っ
て
の
全
宗
門
へ
の
呼
び
か
け
を

こ
こ
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

な
る
機
関
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は
教
学
に
関

す
る
重
要
事
項
の
審
議
決
定
や
、
教
学
研
修

に
関
す
る
企
画
立
案
及
び
指
導
等
を
任
務
と

す
る
重
要
機
関
で
あ
っ
て
、
発
足
年
次
か
ら

強
力
な
機
能
を
発
揮
し
て
今
日
に
い
た
っ
て

い
る
。

　
こ
の
勧
学
院
で
目
下
、
業
の
問
題
、
法
華

経
に
み
ら
れ
る
施
陀
羅
蔑
視
や
、
断
章
的
に

指
摘
さ
れ
る
差
別
的
表
現
の
問
題
等
、
法
華

経
の
成
立
史
と
も
関
連
し
て
、
学
問
的
に
研

究
、
論
議
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　
部
落
差
別
の
現
実
に
応
え
る
宗
義
学
の
確

立
が
当
面
重
要
な
課
題
と
心
得
え
る
が
、
こ

れ
は
既
成
の
宗
義
学
を
根
本
的
に
問
い
直
す

と
い
う
重
要
作
業
で
も
あ
る
と
、
筆
者
は
勧

学
職
の
一
人
と
し
て
実
感
し
て
い
る
。

　
勧
学
院
に
よ
る
中
央
、
地
方
で
の
教
学
研

修
会
で
、
同
和
問
題
は
し
ば
し
ば
取
り
あ
げ

ら
れ
、
重
要
講
義
の
一
つ
と
な
っ
て
定
着
し

て
い
る
。

　
こ
れ
等
に
よ
っ
て
、
先
に
述
べ
た
如
く
、

緩
徐
な
動
き
で
あ
っ
た
わ
が
宗
の
同
和
へ
の

対
処
が
活
発
に
な
っ
た
次
第
で
あ
り
、
今
後
、

逐
次
、
差
別
を
許
さ
ぬ
自
己
の
主
体
確
立
を

志
向
す
る
教
師
が
増
加
し
て
く
る
で
あ
ろ
う

こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
終
り
に
、
何
故
日
蓮
宗
は
「
同
宗
連
」
に

正
式
加
盟
し
な
い
の
か
と
の
質
問
を
よ
く
受

け
る
が
、
こ
れ
は
勿
論
、
他
教
団
に
較
べ
て

同
和
に
熱
心
で
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

同
宗
連
が
外
部
の
組
織
か
ら
宗
教
々
団
の
自

主
、
自
律
性
や
独
立
性
を
確
保
で
き
て
い
る

か
ど
う
か
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
慎
重
な
態

度
を
と
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
自
主
性
、
主
体
性
と
い
う
こ
と
は
、

同
和
推
進
に
あ
た
っ
て
の
教
団
の
基
本
原
則

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
、
経
典

な
ど
歴
史
的
文
献
の
今
日
的
再
検
討
な
ど
も

宗
門
人
自
身
の
主
体
性
や
社
会
的
責
任
に
お

い
て
取
り
く
む
べ
き
で
あ
る
し
、
差
別
解
消

の
実
践
も
、
あ
く
ま
で
教
団
の
主
体
性
と
自

主
性
を
堅
持
し
な
が
ら
、
宗
教
的
活
動
の
分

野
か
ら
努
力
し
て
ゆ
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と

思
量
す
る
。

一6一
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@
　
　
長
谷
川

　
ω
資
産
の
醸
渡
、
資
産
の
貸
付
及
び
役
務
の

　
　
提
供
で
あ
る
こ
と

　
こ
の
消
費
税
と
い
う
の
は
、
資
産
の
譲
渡
、

資
産
の
貸
付
及
び
役
務
の
提
供
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
の
三
つ
の
い
ず
れ
か
を
具
備
し

て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
資
産
の
譲
渡
と
は
、
資
産
の
所
有
権
の
移
転

で
す
。
あ
る
い
は
資
産
の
貸
付
と
い
う
の
は
、

使
用
権
の
移
転
、
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
権

限
を
移
転
す
る
。
あ
る
い
は
役
務
の
提
供
で
あ

る
こ
と
。
　
「
役
務
」
な
ど
と
難
し
い
言
葉
を
使

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
問
題
が
あ
り
ま
す
。
布
施
収

入
を
頭
に
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
布
施
を

い
た
だ
く
と
い
う
時
に
、
役
務
の
提
供
が
あ
る

か
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。

　
お
布
施
を
貰
う
時
、
私
ど
も
は
大
抵
は
読
経

を
い
た
し
ま
す
。
こ
の
読
経
は
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
蔵

省
は
今
の
と
こ
ろ
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
は
解
釈

し
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
「
消
費
税
法
案
」

が
固
ま
っ
て
く
る
段
階
で
、
自
民
党
の
税
制
調

査
会
の
あ
る
委
貝
が
、
　
「
お
布
施
、
戒
名
料
、

こ
う
い
つ
た
も
の
に
も
消
費
税
を
か
け
る
べ
き

で
あ
る
」
と
い
う
発
言
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（2）

正
浩
弁
護
士
の
講
演
か
ら

こ
れ
は
明
ら
か
に
そ
の
委
員
は
、
　
「
お
布
施
と

い
う
も
の
は
宗
教
的
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
で
あ
る
」

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
私
ど
も
宗
教
者
、
仏
教
者
の
側

の
理
論
か
ら
申
し
ま
す
と
、
布
施
が
宗
教
的
サ

ー
ビ
ス
な
ど
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
誰
も
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
布
施
は
申
す
ま
で
も
な
く
無

畏
施
・
法
施
・
暗
暗
、
通
仏
教
的
に
い
え
ば
三

つ
あ
り
ま
す
。
檀
信
徒
や
門
徒
さ
ん
か
ら
い
た

だ
く
お
布
施
は
湿
性
で
し
て
、
檀
信
徒
や
門
徒

さ
ん
の
宗
教
行
為
そ
の
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
が
手
元
に
残
る
、
法
人
で
あ
る
お
寺
に
残

る
、
あ
る
い
は
僧
侶
で
あ
る
お
坊
さ
ん
に
残
る
、

滞
留
し
た
も
の
が
布
施
収
入
と
い
う
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
こ
の
通
仏
教
的
な

理
屈
は
、
わ
れ
わ
れ
の
世
界
の
中
で
は
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
が
、
檀
信
徒
の
方
や
門
徒
の
方

々
に
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
お
経
を
読
ん
で
も
ら
う
か
ら
「
お
経
料
」
と

い
う
よ
う
に
、
紙
袋
に
書
い
て
な
い
で
し
ょ
う

か
。
戒
名
を
付
け
て
も
ら
う
か
ら
「
戒
名
料
」
。

だ
か
ら
お
布
施
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

が
宗
教
行
為
を
し
て
い
る
と
い
う
意
識
は
全
く

な
く
、
宗
教
行
為
は
お
坊
さ
ん
に
任
せ
て
、
わ

れ
わ
れ
は
そ
の
時
に
お
金
を
払
え
ば
い
い
、
そ

れ
が
お
布
施
だ
と
思
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
す
な
わ
ち
、
お
経
を
読
ん
で
も
ら
わ
な
け
れ

ば
お
布
施
を
出
さ
な
い
門
信
徒
。
そ
の
逆
に
、

お
布
施
を
も
ら
わ
な
け
れ
ば
お
経
を
読
ま
な
い

お
坊
さ
ん
。
残
念
な
こ
と
に
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
が
一
般
社
会
の
常
識
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ

れ
が
税
制
調
査
会
委
員
の
発
言
と
な
っ
て
出
て

く
る
わ
け
で
す
。

　
「
宗
教
的
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
で
あ
る
か
ら
、

旅
行
業
者
が
旅
行
を
斡
旋
す
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
三
％
の
税
金
を
か
け
な
け
れ
ば
、
公
平
じ

ゃ
な
い
」
と
い
う
理
屈
が
、
ま
か
り
通
る
わ
け

で
す
。

　
②
国
内
に
お
い
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と

　
国
外
に
お
い
て
、
い
く
ら
こ
の
よ
う
な
資
産

の
譲
渡
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
あ
る
い
は
資
産

の
貸
付
を
行
っ
て
も
、
こ
の
消
費
税
は
か
か
っ

て
き
ま
せ
ん
。
こ
の
点
は
、
あ
ま
り
宗
教
法
人

と
は
、
直
接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
海
外
布
教
等

で
、
海
外
で
ご
活
躍
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
は
、
日
本
に
国
籍
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
消

費
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
③
事
業
者
が
事
業
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る

　
　
こ
と

　
こ
こ
で
「
事
業
者
」
と
い
う
の
は
誰
か
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
　
「
事
業
者
」
と
い
う
の
は
、

も
ち
ろ
ん
「
者
」
と
は
「
人
」
と
い
う
の
と
同

じ
で
す
。
法
律
で
「
人
」
と
い
う
の
は
「
自
然

人
」
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
生
身
の
体
を
持
っ

た
自
然
人
と
、
宗
教
法
人
と
い
う
よ
う
な
法
人

で
す
。

　
宗
教
法
人
と
か
株
式
会
社
と
か
、
医
療
法
人

な
ど
の
よ
う
に
組
織
を
作
っ
て
活
動
す
る
も
の

は
、
生
身
の
自
然
人
と
同
じ
よ
う
に
法
律
上
扱

い
ま
す
。
法
人
は
全
部
こ
の
「
事
業
者
」
の
中

に
入
り
ま
す
よ
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
然
人
」
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は

事
業
を
行
っ
て
い
る
人
に
限
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
今
ま
で
使
っ
て
い
た
中
古
の

テ
レ
ビ
を
売
っ
た
と
し
て
も
、
事
業
と
し
て
売

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
消
費
税
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
宗
教
法
人
は
事
業
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
法
人
で
す
か
ら
、
全
て
の
活
動

に
消
費
税
が
か
か
り
ま
す
。
中
古
の
テ
レ
ビ
を

売
っ
て
も
か
か
っ
て
く
る
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
布
施
収
入
が
法
人
に
入
っ
て
く

る
時
、
あ
る
い
は
お
坊
さ
ん
に
入
っ
て
く
る
時
、

大
抵
は
「
法
施
」
と
し
て
、
法
を
施
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
法
を
施
す
る
の
は
宗
教
法
人
が
や

る
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
住
職
個

人
が
や
る
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
戒
名
・
法
名
を
お
つ
け
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
宗
教
法
人
が
戒
名
・
法
名
を
つ
け
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
回
の
法
要
を
勤
め
ま
す
。

回
向
供
養
を
い
た
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
宗
教
法

人
が
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
僧
侶
が
行
う
べ
き

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
す
る
と
、
　
「
事
業
者
」
で
あ
る
宗
教
法

人
が
、
事
業
と
し
て
行
う
も
の
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
ま
す
し
、
法
人

と
し
て
行
う
べ
き
宗
教
活
動
と
い
う
も
の
は
、

き
わ
め
て
限
定
さ
れ
ま
す
。

　
何
か
あ
る
か
挙
げ
よ
と
い
わ
れ
て
も
、
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
法
人
で
行
う
宗
教
活

動
、
宗
教
行
為
と
は
何
か
と
の
観
点
か
ら
も
、

宗
教
活
動
収
入
は
、
消
費
税
の
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
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本
会
主
催
の
第
九
回
同
和
研
修
会
が
、
左

記
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
多
数
の
参
加
希
望
者
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
人
数
か
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
満

員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

o
日
時

　
平
成
元
年
十
一
月
十
四
日
㈹
～
十
五
日
㈱

o
場
所

　
奈
良
県
橿
原
市
・
御
所
市

。
日
程

　
十
四
日
　
洞
部
落
跡
、
西
光
寺
訪
問

1
1
月
1
4
日
1
1
5
日

橿
原
、
御
所
市
で

　
十
五
日
　
講
演
「
部
落
問
題
と
稜
れ
観
」

　
　
　
　
　
辻
本
正
教
氏

　
　
　
　
　
（
部
落
解
放
同
盟
奈
良
県
連
合
会

　
　
　
　
　
執
行
委
貝
・
大
久
保
支
部
長
）

O
参
加
者
　
本
会
加
盟
の
宗
派
、
都
道
府
県

　
　
　
　
　
仏
教
会
、
各
種
団
体
の
宗
教
行

　
　
　
　
　
政
関
係
者

。
参
加
費
　
一
万
七
千
円
（
一
泊
二
食
、
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊
代
を
含
む
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
ば
本
会
事
務

総
局
同
和
推
進
部
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

静
岡
・
埼
玉
両
県
で

仏
教
徒
大
会
ひ
ら
く

　
静
岡
、
埼
玉
両
県
で
仏
教
徒
大
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

　
第
五
回
静
岡
県
仏
教
徒
大
会
が
、
去
る
十
月

四
日
「
拝
む
心
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て
よ
・
2

を
テ
ー
マ
に
、
焼
津
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
で
約
六
百
人
の
参
加
者
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　
第
十
二
回
埼
玉
県
佛
教
徒
大
会
が
、
久
喜
市

の
光
明
寺
を
会
場
に
、
去
る
十
月
十
一
日
「
現

代
に
佛
教
を
活
か
そ
う
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
約

四
百
人
の
参
加
者
を
集
め
開
催
さ
れ
た
。

秋
山
祐
臨
画
（
元
全
仏
副
会
長
）

九
月
二
十
三
日
、
九
十
三
歳
で
遷
化
。

元
真
言
宗
智
山
派
管
長
。

主
。

元
総
本
山
智
積
院
化

黒
田
昇
竜
師

十
月
十
四
日
、
八
十
八
歳
で
遷
化
。

真
言
宗
大
覚
寺
派
管
長
。
大
覚
寺
門
跡
。

≡（（

E
務
｛
網
綱
録
至
箋

　
　
一
日

　
　
二
日

　
　
四
日

　
　
七
日

　
　
八
日

　
　
九
日

十
一
日

＋
七
日

十
九
日

二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
月

新
潟
療
法
離
調
慶
法
要
参
列

加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修
会

静
岡
県
仏
教
徒
大
会
出
席

西
山
浄
土
宗
管
長
退
山
式
出
席

西
山
浄
土
宗
管
長
晋
山
式
出
席

局
内
会
議

埼
玉
県
佛
教
徒
大
会
出
席

局
内
会
議

理
事
会
（
京
都
）

宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
栃
木
）

！
ファミコンでリアルタイムの株式投資
時価速報など、最新の株式情報がたちまちわかる。早朝、

深夜でも株式の売買注文がピピッとできる。山一のサンラ

インF一皿。わが家のファミコンが、こんなに役にたつとは。
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ピ
ピ
ッ
と
株
式
、
＼

フ
ァ
ミ
コ
ン
で
。
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